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ニチイキッズやはば駅前保育園 自己評価総括表

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践を振り返り、自己評価

を行いましたので、その結果を以下の通り公表いたします。 

また、本自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努め、より一層質の高

い保育の実践を目指してまいります。 

 

評価方法 

保育士等（全職

員）の自己評価 

評価期間 202５年 1月 15日（水）～1月 31日（金） 

実施方法 全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施した。 

保育施設の評価 

評価日 202５年2月２１日（金） 

実施方法 
話し合いにより職場全体で共有し、保育施設の課題を明確化し、改善策を

検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

「おもいっきり遊ぶ おもいっきり学ぶ」の保育理念に基づき、子どもの

最善の利益について考え、子どもたちを一人の個として尊重する保育者の

関わり方について園内・社内研修を通し、全職員が改めて学び続ける事の

大切さを再認識した。学び共通認識を図った。 

子どもの発達援助 

年齢に合わせた計画を立て、園全体で子どもたちの姿を共有しながら、子

ども一人一人に対してより良い保育を目指し、日々の保育を丁寧に行い、

子どもの発達や気持ちに寄り添った保育を工夫した。 

保護者に対する支援 

「生きる力の基礎」が培われる大切な時期であるので、親子で触れ合える 

行事を計画し、親子の温かい関わりの中で、子どもたちの心豊かな成長促

進に努めた。 

保育を支える組織的基盤 

園内研修やクラスミーティング、職員会議にてテーマを決め、職員間で考

える機会を設けてきた。その中で、保育園の役割について改めて話し合

い、基礎に立ち返り自らの保育を振り返りながら適切な対応を心掛けた。 

 

総評 

今年度は「遊び」に関する計画を立て、実践を通し保育スキルの向上に取り組んだ。また、園内研修内

容の充実を図り、業務の標準化に力を入れた。これらの経験を基に「おもいっきり保育」を実現するため

に、職員もおもいっきり力を発揮できるよう環境を整えた。STEAM教育や地域行事への継続的な参加に

より、子どもたちは「誰かの為に」の視点からおもいやりの心も育まれている。地域との交流を深めなが

ら、保護者との信頼関係を基盤とした連携を大切にし、子どもたちが「やさしく・つよく生き抜く力」を

培っていきたい。 
 


